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平成 25 年度事業計画

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

高
齢
者
が
地
域
で
共
に
語
り

合
い
、
支
え
合
い
、
手
を
取

り
合
い
な
が
ら
仲
間
や
地
域

の
人
々
と
楽
し
く
活
動
す
る

こ
と
を
基
本
に
、
活
動
の
原

点
で
あ
る
仲
間
づ
く
り
、
健

康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く

り
、
介
護
予
防
活
動
の
推
進

に
重
点
を
置
き
、
更
に
社
会

問
題
化
し
て
い
る
閉
じ
こ
も

り
や
詐
欺
防
止
活
動
、
環
境

問
題
に
取
り
組
む
活
動
な
ど

地
域
の
担
い
手
と
し
て
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
む
今
日
、
私
た
ち
は
高

齢
者
の
健
康
長
寿
へ
の
取
り

組
み
を
核
と
し
て
、
若
い
世

代
と
と
も
に
手
を
携
え
「
新

し
い
絆
社
会
」
の
創
造
と
東

日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

再
興
を
第
一
に
掲
げ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
様
々
な
課
題

に
対
し
、
高
齢
者
の
立
場
か

ら
提
言
・
提
案
す
る
な
ど
、

元
気
高
齢
者
の
仲
間
の
輪
を

広
げ
、
そ
の
活
力
を
結
集
し

社
会
の
期
待
に
応
え
る
よ
う

次
の
宣
言
事
項
の
実
践
に
努

め
ま
す
。

☆	「
は
つ
ら
つ
み
や
ぎ
21
世
紀

プ
ラ
ン
」
の
継
続
推
進

・
全
国
３
大
運
動
（
健
康
・

友
愛
・
奉
仕
）
の
推
進

・
単
位
ク
ラ
ブ
、
市
町
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

充
実
強
化

☆	

仲
間
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
会
員
加
入
促
進
活
動
の

展
開

☆	

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

女
性
部
活
動
の
充
実
強
化

☆	

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

促
進

☆	

高
齢
者
事
故
（
交
通
事
故
、

生
活
事
故
）
防
止
活
動
の

展
開

　

３
月
15
日（
金
）開
催
の
第
23
回
評
議
員
会
及
び
３
月
22
日（
金
）

開
催
の
第
１
４
１
回
理
事
会
に
於
い
て
平
成
25
年
度
事
業
計
画
及

び
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

県老連 50 周年記念　第 33 回宮城県老人クラブ大会
宣言事項

1．健康長寿をめざす「健康づくり・介護予防活動」の推進

1．ふれあい・語らい・思いやる「地域支え合い活動（友愛）」の展開

1．高齢者相互の連携と「自己実現を目指す活動」の場づくり

1．「高齢者の尊厳が守られる社会保障制度」の確立

（平成 24 年 11 月 22 日　七ヶ浜町で開催）

第 23 回評議員会

平成25年度
宮城県老人クラブ連合会事業計画書

メインテーマ・創造と連帯の輪を広げて― 心豊かな 21 世紀を

基  

本  

方  

針

―
宣
言
事
項
の
実
践
―

重
点
実
施
項
目
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平成 25 年度予算・年間行事予定

　県老連の事業や活動状況等について広く周知するた

め、4 月 1 日よりホームページを開設いたしました

ので是非ご覧願います。

　今後内容を充実して、各市町村老連での事業や情報

についても積極的に紹介してまいりたいと考えており

ますので、情報の提供等についてもお願いいたします。

ホームページアドレス 

　http://www.miyaroren.com/

宮城県老人クラブ連合会ホームページ  ４月１日開設 !!

事業活動支出計
29,650,000円

旅費
200,000円

需用費
1,450,000円

会議費
1,646,000円

負担金
650,000円

活動推進費
16,154,000円

広報活動費
400,000円

育成指導費
2,526,000円

老人福祉活動費
1,000,000円

社会参加活動費
2,214,000円

全国会議費
900,000円

慶弔費
80,000円

健康活動費
2,430,000円

事業活動支出
平成25年４月１日から平成26年3月31日まで

事業活動収入計
29,650,000円

分担金
6,511,000円

補助金
13,058,000円

会員章拠金
30,000円

繰入金
9,225,000円

配分金
560,000円

事業収入
250,000円

諸収入
15,000円

寄附金
1,000円

事業活動収入
平成25年４月１日から平成26年3月31日まで

月

5

6

7

9

10

11

1

2

3

12

8

県　　老　　連　　関　　係

平成 25 年度　年間行事予定表 平成 25 年度　一般会計予算

１日　県老連女性委員会
15日　県老連監事会
24日　第24回県老連評議員会
28日　第142回県老連理事会

14日　高齢者相互支援事業連絡会議

29日　女性リーダーセミナー（仙台市）
老人クラブ健康づくり研修会
　　　　（8月・9月：7地区で開催予定）

15日　老人の日・15～21日　老人週間
20日　第28回全国一斉「社会奉仕の日」

11～2月　認知症サポーター養成講座
６日　高齢者相互支援事業・シルバーリーダー研修会
24日　県老連女性委員会
７日　高齢者相互支援事業連絡会議
14日　第25回県老連評議員会
20日　第143回県老連理事会
27日　市町村老連会長・事務担当者合同会議

※理事部会を開催予定
※基金管理委員会開催予定

1～2日　第42回全国老人クラブ大会（岩手県）
８日　第18回宮城県シニアスポーツ大会（登米市）
22日　第34回宮城県老人クラブ大会（仙台市）

18～19日　東北ブロックリーダー研修会（仙台市）
26日　若手リーダー研修会（仙台市）
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平成 25 年主要事業カレンダー

■
高
齢
者
相
互
支
援
啓
発
事
業

【
１
月
30
日
】

　

関
係
者
連
絡
会
議
（
仙
台

市
青
葉
区
）

【
６
月
14
日
】

　

関
係
者
連
絡
会
議
（
仙
台

市
青
葉
区
）

■
女
性
リ
ー
ダ
ー
活
動

【
２
月
７
日
】

　

第
37
回
女
性
委
員
会
（
仙

台
市
青
葉
区
）

【
５
月
１
日
】

　

第
38
回
女
性
委
員
会
（
仙

台
市
青
葉
区
）

■
全
老
連
関
係

【
２
月
13
日
】

　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老

連
事
務
局
長
会
議
（
東
京
都
）

【
５
月
23
日
】

　

女
性
委
員
会
総
会
（
東
京

都
）

【
６
月
３
日
～
４
日
】

　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老

連
中
央
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
都
）

【
６
月
20
日
】

　

定
例
評
議
員
会
（
東
京
都
）

【
６
月
24
日
～
25
日
】

　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老

連
事
務
局
長
会
議
（
東
京
都
）

■
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
関
係

【
２
月
５
日
】

　

地
域
文
化
伝
承
館
第
５
回

実
行
委
員
会
（
仙
台
市
青
葉

区
）

【
２
月
13
日
】

　

宮
城
・
仙
台
２
０
１
２
実

行
委
員
会
第
４
回
総
会
（
仙

台
市
青
葉
区
）

■
理
事
会
・
評
議
員
会
・

　
監
事
会

【
３
月
15
日
】

　

第
23
回
評
議
員
会
（
仙
台

市
青
葉
区
）

【
３
月
22
日
】

　

第
１
４
１
回
理
事
会
（
仙

台
市
青
葉
区
）

【
５
月
15
日
】

　

監
事
会
（
仙
台
市
青
葉
区
）

【
５
月
24
日
】

　

第
24
回
評
議
員
会
（
仙
台

市
青
葉
区
）

【
５
月
28
日
】

　

第
１
４
２
回
理
事
会
（
仙

台
市
青
葉
区
）

■
市
町
村
老
連
会
長
・

　
事
務
担
当
者
会
議

【
３
月
27
日
】

　

合
同
会
議
（
仙
台
市
青
葉

区
）

■
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
関
係

【
４
月
11
～
12
日
】

　

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

県
老
連
で
は
、
厚
生
労
働

省
が
全
国
に
展
開
し
て
い

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
事

老
連
会
長
・
事
務
局
長
合
同

会
議
（
北
海
道
札
幌
市
）

【
７
月
18
日
～
19
日
】

　

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
（
仙
台
市
太
白
区
）

■
若
手
リ
ー
ダ
ー
活
動

【
７
月
26
日
】

　

若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会（
仙

台
市
青
葉
区
）

業
」
の
一
環
と
し
て
、
地
域

住
民
が
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
学
び
、
身
近
に

い
る
認
知
症
の
人
や
家
族
の

良
き
理
解
者
と
な
る
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
県
内
18
市
町
老
連
の
18

会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

各
会
場
に
お
い
て
講
習
を

受
け
た
受
講
者
８
０
８
名
は
、

新
た
な
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
と
し
て
活
動
を
開
始

し
て
い
る
。

　

こ
の
８
年
間
で
参
加
延
べ

受
講
者
は
、
１
０
、３
４
２
名

と
な
っ
た
。

角田市

Calendar平成25年
宮城県老人クラブ連合会
主要事業カレンダー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
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平成 25 年事業

　

１
月
30
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
「
パ
レ
ス
宮
城

野
」
３
階
「
け
や
き
の
間
」

に
於
い
て
第
10
期
高
齢
者
相

互
支
援
推
進
モ
デ
ル
指
定
老

連
第
４
回
関
係
者
連
絡
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。

　

坂
本
会
長
の
挨
拶
の
後
、

協
議
に
入
り
（
１
）
高
齢
者

相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業
モ

デ
ル
指
定
老
連
の
概
況
に
つ

い
て
、
８
指
定
老
連
よ
り
指

定
期
間
の
取
り
組
み
及
び
事

業
実
施
上
の
成
果
と
課
題
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、（
２
）
高
齢
者
相

互
支
援
推
進
啓
発
事
業
の
実

施
報
告
書
の
作
成
に
つ
い
て

協
議
し
閉
会
し
た
。

　

６
月
14
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
「
ホ
テ
ル
白
萩
」

２
階
「
葵
の
間
」
に
於
い
て

第
11
期
高
齢
者
相
互
支
援
推

進
モ
デ
ル
指
定
老
連
第
１
回

関
係
者
連
絡
会
議
が
開
催
さ

れ
た
。

　

今
回
、
第
11
期
（
平
成

25
・
26
年
度
）
と
し
て
新
た

に
指
定
さ
れ
た
６
老
連
か
ら

18
名
が
出
席
し
、
坂
本
会
長

の
挨
拶
の
後
、
協
議
に
入
り

活発な意見交換がなされました 美里町

利府町

女川町

高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓
発
事
業

開催老連名 開催月日 開催会場 参加者数（名）
４１
３５
５７
５４
１９
４４
４３
５１
３２
６８
２４
３３
３５
２４
５９
５５
１０２
３２

美里町老連
村田町老連
栗原市老連
登米市老連
加美町老連
色麻町老連
川崎町老連
大和町老連
利府町老連
角田市老連
柴田町老連
大河原町老連
蔵王町老連
女川町老連
東松島市老連
多賀城市老連
七ヶ浜町老連
大郷町老連

平成２４年　９月２４日（月）
平成２４年１２月　６日（木）
平成２４年１２月１０日（月）
平成２４年１２月１４日（金）
平成２４年１２月１８日（火）
平成２５年　１月１５日（火）
平成２５年　１月１５日（火）
平成２５年　１月２４日（木）
平成２５年　２月　４日（月）
平成２５年　２月　８日（金）
平成２５年　２月１５日（金）
平成２５年　２月１５日（金）
平成２５年　２月１９日（火）
平成２５年　２月２２日（金）
平成２５年　２月２２日（金）
平成２５年　２月２６日（火）
平成２５年　２月２６日（火）
平成２５年　２月２８日（木）

美里町駅東地域交流センター
村田町中央公民館
栗原市金成総合支所
登米市米山農村環境改善センター
加美町東上野目多目的集会所
色麻町保健福祉センター
川崎町前川東部地区集落センター
大和町「鶴巣防災センター」
利府町（十符の里プラザ）
角田市総合保健福祉センター
柴田町地域福祉センター
大河原町福祉センター
蔵王町地域福祉センター
女川町清水仮設住宅集会所
東松島市老人福祉センター
多賀城市シルバーヘルスプラザ
七ヶ浜町老人福祉センター
太白区秋保「欄亭」

認知症サポーター養成講座
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平成 25 年事業

推
進
⑥
次
世
代
育
成
支
援
事

業
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
（
３
）
生
活
モ
ニ
タ
ー
活
動

に
つ
い
て
は
、「
こ
れ
か
ら
の

友
愛
活
動
」
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
と
全
国
及
び
県

老
連
が
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー

結
果
を
基
に
「
学
習
・
点
検
・

実
践
」
を
柱
に
し
た
取
り
組

み
を
そ
れ
ぞ
れ
展
開
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
（
４
）
20
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て
は
、
全
老
連
が
実
施

す
る
「
育
児
マ
マ
た
ち
へ
贈

る
言
葉
～
伝
え
た
い
！
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
世
代
の
体
験
談
～

（
仮
題
）
の
募
集
」
に
協
力
す

る
こ
と
と
し
た
。

「
わ
た
し
た
ち
の
誓
い
」
を
朗

読
し
た
後
、
坂
本
委
員
長
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
出
席

者
の
紹
介
を
行
い
協
議
事
項

に
入
っ
た
。（
１
）
平
成
25

年
度
県
老
連
女
性
委
員
会
の

事
業
方
針
（
目
的
）
と
運
営

　

２
月
７
日
（
木
）
午
前
11

時
か
ら
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
２

階
「
け
や
き
の
間
」
に
於
い

て
第
37
回
県
老
連
女
性
委
員

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
全
員
で「
老

人
ク
ラ
ブ
の
歌
」
を
合
唱
し

「
わ
た
し
た
ち
の
誓
い
」
を

朗
読
し
た
後
、
坂
本
委
員
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
出

席
者
の
紹
介
を
行
い
報
告
事

項
に
入
っ
た
。（
１
）
第
40

回
全
老
連
女
性
委
員
会
総
会

の
概
要
に
つ
い
て
坂
本
委
員

長
か
ら
、
会
員
減
少
は
、
女

性
部
の
力
で
増
加
に
導
く
よ

う
に
依
頼
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
や
全
老
連
女
性
委
員

会
設
立
20
周
年
記
念
事
業
と

し
て
育
児
支
援
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
等
の
報
告
が
あ
り

（
２
）
第
24
回
全
老
連
女
性

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
概
況

に
つ
い
て
委
員
笠
松
ひ
さ
子

氏
及
び
高
橋
よ
し
子
氏
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
「
女
性
の
力
を
生

（
１
）
高
齢
者
相
互
支
援
推
進

啓
発
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

（
２
）
モ
デ
ル
指
定
老
連
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
（
３
）
今

後
の
日
程
に
つ
い
て
事
務
局

よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

・
指
定
老
連

石
巻
市
河
北
支
部
老
連
、

塩
竈
市
老
連
、
気
仙
沼
市

老
連
、
登
米
市
登
米
地
区

老
連
、
大
郷
町
老
連
、
色

麻
町
老
連

か
し
た
会
員
減
少
対
策
や
役

員
登
用
」・「
女
性
・
高
年
・

若
手
の
３
者
の
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
た
心
地
よ
い
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
」
等
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
協
議
事
項
に
入
り

（
１
）
平
成
24
年
度
県
老
連
女

性
委
員
会
の
事
業
実
施
状
況

に
つ
い
て
（
２
）
平
成
25
年

度
県
老
連
女
性
委
員
会
の
事

業
方
針
（
目
標
）
と
事
業
計

画
（
案
）
及
び
今
後
の
運
営

に
つ
い
て
（
３
）
県
老
連
女

性
委
員
会
生
活
モ
ニ
タ
ー
活

動
に
つ
い
て
（
４
）
全
老
連

女
性
委
員
会
20
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
（
５
）
そ
の
他

に
つ
い
て
協
議
し
閉
会
し
た
。

　
（
２
）
事
業
方
針
（
目
的
）

に
つ
い
て
は
、「
男
女
共
同
参

画
の
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
に
向

け
「
は
つ
ら
つ
み
や
ぎ
21
世

紀
プ
ラ
ン
」
の
実
現
を
目
標

と
し
①
女
性
部
会
（
委
員
会
）

の
設
置
（
女
性
の
組
織
化
）

を
促
進
②
老
連
役
員
へ
の
参

画
の
促
進
③
大
会
や
研
修
会

等
へ
の
女
性
の
参
加
拡
大
④

「
仲
間
づ
く
り
の
輪
」
を
広
げ

会
員
の
拡
大
へ
の
取
り
組
み

⑤
生
活
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
通

じ
て
の
提
言
・
提
案
活
動
の

　

５
月
１
日
（
木
）
午
前
11

時
か
ら
「
ホ
テ
ル
白
萩
」
３

階
「
高
砂
の
間
」
に
於
い
て

第
38
回
県
老
連
女
性
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
全
員
で「
老

人
ク
ラ
ブ
の
歌
」
を
合
唱
し

熱意あふれる委員会

参加者はみなさん積極的

第
37
回
県
老
連
女
性
委
員
会

第
38
回
県
老
連
女
性
委
員
会
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に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明

が
あ
り
提
案
の
と
お
り
了
承

さ
れ
た
。（
２
）
平
成
25
年
度

県
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら

説
明
が
あ
り
、８
月
29
日（
木
）

に
ホ
テ
ル
白
萩
で
開
催
す
る
。

講
演
に
つ
い
て
は
、「
介
護
保

険
の
仕
組
み
や
実
態
等
に
つ

い
て
」を
題
材
と
し
、講
師
は
、

行
政
に
依
頼
す
る
こ
と
と
し
、

女
性
委
員
会
で
役
割
を
分
担

し
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
３
）
全
老
連
女
性
委
員
会
20

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、

多
数
の
応
募
に
協
力
す
る
こ

と
と
し
た
。（
４
）
宮
城
県
老

連
女
性
生
活
モ
ニ
タ
ー
活
動

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
実
績
を
踏
ま
え
「
暮
ら

し
支
え
合
い
事
業
」
を
更
に

進
め
て
「
高
齢
者
相
互
の
支

え
合
い
を
広
げ
る
。」
こ
と
な

ど
、
各
市
町
村
老
連
独
自
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。（
５
）

そ
の
他
と
し
て
「
老
人
ク
ラ

ブ
傷
害
保
険
」
の
周
知
並
び

に
加
入
促
進
と
「
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
章
（
バ
ッ
チ
）」
の

着
用
促
進
と
頒
布
の
依
頼
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
10
月
22
日

（
火
）
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
（
旧
県
民
会
館
）

で
開
催
予
定
の
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

協
力
依
頼
が
あ
り
、
女
性
委

員
会
に
て
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

平
成
25
年
２
月
13
日
（
水
）

午
前
11
時
～
午
後
４
時
ま
で

全
社
協
５
階
「
第
３
～
５
会

議
室
」（
東
京
都
）

　

全
老
連
松
寿
庶
副
会
長
・

常
務
理
事
の
挨
拶
の
後
、
厚

生
労
働
省
説
明
と
し
て
老
健

局
朝
川
知
昭
振
興
課
長
か
ら

「
高
齢
者
関
連
施
策
と
老
人
ク

ラ
ブ
予
算
に
つ
い
て
」
説
明

が
あ
っ
た
。

　

基
調
報
告
と
し
て
全
老
連

齊
藤
事
務
局
長
か
ら
（
１
）

平
成
25
年
度
事
業
計
画
・
概

算
予
算
案
に
つ
い
て
「
・
新

た
な
活
性
化
策
の
検
討
に
つ

い
て
・
全
老
連
女
性
委
員
会

20
周
年
記
念
～
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
世
代
の
育
児
体
験
募
集
に

つ
い
て
～
」（
２
）
第
42
回
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
の
開
催
に
つ

い
て
（
３
）
分
担
金
に
つ
い

て
（
４
）
活
動
資
金
造
成
事

業（
会
員
章
）に
つ
い
て（
５
）

老
人
ク
ラ
ブ
傷
害
保
険
の
普

及
に
つ
い
て
（
６
）
そ
の
他

　

平
成
25
年
５
月
23
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で
東
京
都
全
社
協
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

　

協
議
事
項
と
し
て
、
平
成

24
年
度
事
業
・
全
老
連
女
性

部
創
設
20
周
年
記
念
事
業
の

報
告
等
が
あ
り
、
会
員
増
に

つ
い
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
情

報
交
換
が
あ
っ
た
。

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
続

い
て
報
告
事
項
と
し
て
（
１
）

平
成
25
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
関

係
予
算
・
社
会
補
償
制
度
の

　

平
成
25
年
３
月
27
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
か
ら　

ホ
テ

ル
白
萩
「
萩
の
間
」

報
告
事
項

（
１
）	平
成
24
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
収
支
補
正
予

算
に
つ
い
て

（
２
）	平
成
25
年
度
事
業
計
画

並
び
に
一
般
・
特
別
会

計
収
支
予
算
に
つ
い
て

（
３
）
そ
の
他

動
向
に
つ
い
て
（
２
）
み
ず

ほ
教
育
財
団「
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業
」

に
つ
い
て
（
３
）
全
老
連
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
促
進
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

・
高
齢
者
関
連
施
策
と
老
人

ク
ラ
ブ
関
係
予
算
に
つ
い

て
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
・

加
入
促
進
関
連
に
つ
い
て

・
高
齢
者
相
互
支
援
推
進
啓

発
事
業
モ
デ
ル
老
連
募
集

に
つ
い
て

・「
伝
え
た
い
！
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
世
代
の
育
児
体
験
記
」

募
集
に
つ
い
て

女性ならではの視点に立った真摯な意見
交換が、委員会の新たな活性化を生み出し
ます

市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
・

事
務
担
当
者
合
同
会
議

第
41
回
全
老
連
女
性
委
員
会
総
会

　

平
成
24
年
度
第
２
回
都
道
府
県
・
指
定
都
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
長
会
議
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会
員
皆
様
か
ら
の
お
便
り

や
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
活
動
や
身
の
回
り

の
出
来
事
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
、

旅
の
思
い
出
、
俳
句
、
短
歌
、

川
柳
等
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
。
な
お
、
編
集
の

都
合
で
次
号
に
掲
載
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
願
い
ま
す
。

　

応
募
作
品
は
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
が
ど
う
ぞ

ふ
る
っ
て
ご
応
募
願
い
ま
す
。

応
募
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
指
定

し
て
郵
送
又
は
直
接
県
老
連

事
務
局
へ
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
必
要
事
項
と
し
て
応
募

者
の
氏
名
、
所
属
老
連
名
を

明
記
願
い
ま
す
。

・
応
募
受
付
期
間

　

随
時
（
た
だ
し
11
月
末
及
び

５
月
末
の
年
２
回
の
到
着
時
点

で
そ
れ
ぞ
れ
取
り
ま
と
め
選
考
）

　　

４
月
30
日　

退
職

　

主
事　

高　

橋　

寿
美
子

　

６
月
１
日　

採
用

　

主
事　

伊　

藤　

悦　

美

副
参
事
兼
課
長
補
佐
（
総

括
担
当
）か
ら
説
明
が
あ
っ

た
。

と
し
て
北
海
道
か
ら
提
案
の

あ
っ
た
「
会
員
の
加
入
促
進

で
成
果
の
あ
っ
た
事
例
」
及

び
「
自
主
財
源
の
確
保
の
好

例
に
つ
い
て
」
協
議
し
、
岩

手
県
か
ら
提
案
の
あ
っ
た「
第

42
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

へ
の
参
加
協
力
に
つ
い
て
」

　

平
成
25
年
６
月
13
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
県
庁
４
階「
庁

議
室
」
に
於
い
て
日
本
生
命

財
団
「
児
童
・
少
年
の
健
全

育
成
」・「
生
き
生
き
シ
ニ
ア

活
動
顕
彰
」
贈
呈
式
が
執
り

行
わ
れ
県
内
の
12
団
体
が
顕

彰
さ
れ
た
。

　

高
齢
者
支
援
活
動
等
に
取

り
組
む
「
生
き
生
き
シ
ニ
ア

活
動
顕
彰
」
と
し
て
６
団
体

が
顕
彰
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ

・「
生
活
不
活
発
病
の
予
防
に

つ
い
て
」
県
保
健
福
祉
部

長
寿
社
会
政
策
課
坂
井
均

　

平
成
25
年
４
月
11
日
か
ら

12
日
に
か
け
て
北
海
道
札
幌

市
で
開
催
さ
れ
た
。

　

札
幌
市
老
連
堤
繁
雄
会
長

と
全
国
老
連
橋
本
典
子
副
会

長
の
挨
拶
の
後
基
調
説
明
と

し
て
全
老
連
齊
藤
事
務
局
長

の
説
明
が
あ
り
、
提
出
議
題

か
ら
石
巻
市
老
連
雄
勝
支
部

「
名
振
老
人
ク
ラ
ブ
」、
涌
谷

町
老
連
「
上
町
豊
寿
会
」、
本

吉
町
老
連
「
山
田
さ
わ
や
か

交
友
会
」
の
３
団
体
が
受
賞

し
た
。

要
請
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
連
絡
報
告
事
項
と

し
て
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
る

「
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」、「
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
推

進
員
事
務
担
当
者
会
議
」
へ

の
参
加
要
請
が
あ
り
、
秋
田

県
か
ら
「
平
成
24
年
度
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
老
連
協

議
会
」の
幹
事
県
報
告
が
あ
っ

た
。

・応募・問い合わせ先
〒 980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目二番三号
自治会館３階　宮城県社会福祉協議会内
財団法人　宮城県老人クラブ連合会　あて
電　話　０２２（２２３）１１５６
ＦＡＸ　０２２（２２３）１１６１

顕彰された県老連関係者

顕賞状の授与

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク　
　
　
　
　
　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
・
事
務
局
長
会
議

平
成
25
年
度　

日
本
生
命
財
団　
　
　
　
　
　

「
生
き
生
き
」
シ
ニ
ア
活
動
顕
彰
贈
呈
式

事
務
局
職
員
の
異
動

原　

稿　

等　

の　

募　

集
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東
日
本
大
震
災
（
特

に
津
波
に
よ
る
災
害
）

で
、
菖
蒲
田
浜
行
政

区
内
の
家
屋
80
％
が
甚

大
な
被
害
を
う
け
た
。

　

３
・
11
以
後
、
メ
ン

バ
ー
は
３
か
月
間
の
避

難
所
生
活
を
送
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
あ
と
町

内
７
か
所
の
応
急
仮
設

住
宅
に
分
か
れ
て
生
活

し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
に

あ
っ
た
の
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
が
全
て
活
動

停
止
と
な
っ
た
。

　

そ
の
年
の
６
月
14
日

に
、
町
行
政
課
と
町

老
連
に
「
仲
良
会
」

の
解
散
届
を
提
出
し

た
。

　

震
災
か
ら
８
か
月

経
過
し
た
、
11
月
頃
、

元
会
員
か
ら
「
震
災

前
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
り
戻
し
た
い
」

と
の
声
が
多
く
な
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
再
建
の
要
望
が
元
会
長
に

寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
、
元
会
長

が
苦
労
し
て
、
設
立
準
備
会

が
開
催
で
き
る
ま
で
、
漕
ぎ
着

け
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
24
年
３
月

27
日
、
七
ヶ
浜
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
設
立
総
会
を
開

催
し
、
参
加
者
全
員
の
賛
成

を
得
て
「
仲
よ
し
ク
ラ
ブ
」
の

設
立
が
承
認
さ
れ
た
。
現
在
、

会
員
43
名
が
元
気
に
事
業
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。

○　

平
成
24
年
度
の
主
な
活

動
は
県
老
連
大
会
（
会
場
：

七
ヶ
浜
大
会
）
を
七
老
連
と

協
調
し
て
、
成
功
裡
に
終
了
し

た
。
ま
た
、
単
老
独
自
の
主

な
活
動
は
、「
花
見
会
・
芋
煮

会
・
公
民
館
周
辺
除
草
作
業
・

グ
ル
メ
料
理
移
動
研
修
会
・
新

春
祝
賀
会
・
友
愛
（
家
庭
訪

問
）」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
、
応
急
仮
設
住
宅
や
ア
パ
ー

ト
で
、
生
活
し
て
い
る
会
員
相

互
の
、「
多
く
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
絆
が
強
ま
っ
た
」
な

ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

○　

平
成
25
年
度
の
活
動
は

年
度
事
業
活
動
計
画
に
基
づ

い
て
、「
総
会
：
写
真
―
１
」

を
実
施
し
て
活
動
内
容
を
確

認
す
る
と
共
に
、
役
員
会
で
活

動
内
容
を
具
体
的
に
話
し
合
っ

て
い
る
。

　

主
な
活
動
と
し
て
３
点
（
Ａ・

Ｂ
・
Ｃ
）
挙
げ
る
と
。

Ａ
「
料
理
教
室
：
写
真
―
２
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
見
事
な

出
来
上
が
り
で
、
そ
れ
を
食
べ

た
と
こ
ろ
、
と
て
も
お
い
し
い
と

の
感
想
で
し
た
。

Ｂ
「
編
み
物
教
室
：
写
真

―
３
」
で
は
各
自
の
好
み
の
色

の
毛
糸
で
手
提
げ
袋
な
ど
を
、

楽
し
く
製
作
し
て
い
ま
す

Ｃ
「
お
茶
飲
み
会
：
写
真
―

４
」は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
浜

風
）
の
施
設
（
公
民
分
館
建

設
計
画
中
の
為
）
を
使
用
す

る
現
状
で
す
。
そ
こ
に
会
員
達

の
好
み
の
菓
子
や
果
物
を
持
参

し
て
、
会
員
相
互
の
情
報
を

提
供
し
て
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
と
共
に
、
会
話
す
る

貴
重
な
場
所
に
な
って
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
で
す
が
、
今
後
は
県

老
連
及
び
町
老
連
の
指
導
と

支
援
を
受
け
な
が
ら
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
目
的
で
あ
る
「
仲
間
づ

く
り
」・「
健
康
づ
く
り
」・「
生

き
が
い
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

多
彩
な
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
関
係
各
位
の
ご

協
力
を
宜
し
く
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。　

	

（
慶
長
由
男
）

写真－ 1「総会」参加者 23 名

写真－ 2「料理教室」参加者 25 名

写真－ 3「編み物教室」参加者 10 名以上

写真－ 4「お茶飲み会」参加者 10 名以上

宮
城
県
七
ヶ
浜
町

　

菖
蒲
田
浜
老
人
仲
よ
し
ク
ラ
ブ

みやぎ東西南北

頑張っています！
県老連の仲間たち
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防ごう、生活不活発病

　

東
日
本
大
震
災
の
後
に「
生

活
不
活
発
病
」
と
い
う
言
葉

を
聞
く
こ
と
が
増
え
て
き
た

の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、名
前
の
通
り
、「
生

活
が
不
活
発
に
な
っ
た
」
こ

と
が
原
因
で
、
全
身
の
体
や

頭
の
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
が
低

下
す
る
病
気
で
す
。

　
「
体
も
頭
も
、
使
わ
な
い
と

な
ま
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

い
わ
ば
常
識
で
す
。
し
か
し

そ
れ
が
、
ふ
つ
う
考
え
て
い

る
よ
り
も
は
る
か
に
強
く
起

こ
っ
て
く
る
し
、
う
っ
か
り

し
て
い
る
と
「
寝
た
き
り
」

に
ま
で
な
っ
て
し
ま
い
か
ね

な
い
、
と
い
う
こ
と
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

生
活
不
活
発
病
は
、
東
日

本
大
震
災
で
残
念
な
こ
と
に

非
常
に
多
く
の
方
に
発
生
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
宮
城
県
南
三
陸
町

で
、
昨
年
10
月
（
発
災
１
年

７
ヵ
月
後
）
に
40
歳
以
上
の

全
町
民
で
生
活
機
能
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
震
災
前
は
元

気
だ
っ
た
高
齢
者
３
、６
８
１

名
の
29
・
２
％
が
震
災
後
歩
行

困
難
に
な
り
、
回
復
し
な
い

ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
１
年

前
（
発
災
７
ヵ
月
後
）
の
23
・

９
％
よ
り
も
増
え
て
い
ま
し

た
。
と
い
う
こ
と
は
、
今
後

も
更
に
発
生
し
て
く
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
歩
行
困
難
の
主
な
原
因

は
、
ケ
ガ
や
病
気
で
は
な
く

生
活
不
活
発
病
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
が
出
る

と
、
よ
く
「（
応
急
）
仮
設
住

宅
が
問
題
だ
」
と
い
わ
れ
ま

す
が
、
仮
設
住
宅
だ
け
で
な

く
、
自
宅
、
そ
れ
も
津
波
の

来
な
か
っ
た
地
区
の
方
に
も

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

町
外
の
み
な
し
仮
設
や
親
類

宅
に
住
ん
で
い
る
人
で
は
、

仮
設
住
宅
と
同
程
度
の
低
下

が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
災
害
の

後
に
生
活
不
活
発
病
に
な
る

の
は
、
仕
方
の
な
い
こ
と
で

は
な
く
、
本
当
は
防
げ
る
は

ず
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

震
災
時
に
「
生
活
が
不
活

発
」
に
な
る
原
因
を
調
べ
て

み
る
と
、「
す
る
こ
と
が
な
い
」

が
一
番
で
し
た
。

　
「
す
る
こ
と
が
な
い
」
と
は

災
害
の
た
め
に
、日
ご
ろ
行
っ

て
い
た
仕
事
、
家
事
、
趣
味
、

ス
ポ
ー
ツ
、
地
域
で
の
付
き

合
い
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の

活
動
や
様
々
な
行
事
が
な
く

な
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
社
会

参
加
」
の
低
下
で
す
。

　

災
害
時
に
生
活
不
活
発
病

が
起
こ
す
因
果
関
係
を
図
に

示
し
ま
す
。
大
き
な
原
因
と

し
て
「
す
る
こ
と
が
な
い
」

「
遠
慮
」「
環
境
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
図
の

矢
印
の
よ
う
に
互
い
に
関
係

し
あ
っ
て
い
ま
す
。　
　

　
“「
す
る
こ
と
が
な
い
」
の

で
「
動
か
な
い
」”
こ
と
は
一

番
大
事
な
の
で
、
太
い
矢
印

で
示
し
て
い
ま
す
。
震
災
の

後
、
仕
事
や
趣
味
や
近
所
付

き
合
い
を
や
め
て
、
ほ
と
ん

ど
家
に
い
て
、
生
活
が
不
活

発
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多

い
の
で
す
。

　
「
遠
慮
」
は
本
人
だ
け
の
問

題
で
な
く
、
社
会
通
念
が
大

き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
“「
こ
の
大
変
な
時
に
集

ま
り
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
な

ん
て
」
と
周
り
の
人
が
思
う

の
で
は
な
い
か
”
と
、
つ
い

控
え
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

家
族
が
周
囲
の
目
を
気
に
し

て
控
え
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
遠
慮

さ
せ
る
」
環
境
も
問
題
な
の

で
す
。

防ごう、生活不活発病
（独）国立長寿医療研究センター

生活機能賦活研究部　部長
宮城県生活不活発病予防アドバイザー・医師

大　川　弥　生

東
日
本
大
震
災
で
の

発
生
状
況

「
す
る
こ
と
が
な
い
」
が
原
因
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防ごう、生活不活発病

と
」
で
す
。
こ
れ
は
、
毎
日

の
、
朝
か
ら
晩
ま
で
の
生
活

が
不
活
発
だ
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
原
因
は
色
々
で
す
。

　

高
齢
の
方
で
、
退
院
し
て

病
気
は
治
っ
た
は
ず
な
の
に
、

だ
ん
だ
ん
元
気
が
な
く
な
っ

た
り
、
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て

寝
て
い
た
ら
い
つ
の
間
に
か

歩
け
な
く
な
っ
た
方
を
、
耳

に
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

定
年
後
に
家
に
ば
か
り
い

て
足
腰
が
弱
っ
た
人
、
息
子

夫
婦
と
同
居
し
て
か
ら
体
が

弱
っ
た
母
親
、
脳
卒
中
の
後
、

一
度
は
う
ま
く
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
の
に
、
再
び
歩
け

な
く
な
っ
た
人
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　
「
病
気
の
後
だ
か
ら
仕
方
な

い
」「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
実

は
こ
の
生
活
不
活
発
病
で
あ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る

の
は「
生
活
が
不
活
発
に
な
っ

た
」
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
手

足
を
は
じ
め
、
全
身
の
機
能

　
「
環
境
」
の
影
響
に
は
、
周

囲
の
道
が
危
な
く
て
歩
け
な

い
、
仮
設
住
宅
内
が
狭
い
、

な
ど
の
「
物
的
環
境
」
が
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
な

く
「
人
」
の
接
し
方
や
態
度
、

す
な
わ
ち
「
人
的
環
境
」
も

大
事
で
す
。

　

な
か
で
も
支
援
の
仕
方
が

大
き
な
問
題
で
す
。
支
援
者

が
「
や
っ
て
あ
げ
る
の
が
よ

い
こ
と
だ
」
と
思
っ
て
、「
上

げ
膳
据
え
膳
」
で
、
本
人
の

や
れ
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ

と
ま
で
や
っ
て
あ
げ
て
し
ま

う
こ
と
の
悪
影
響
も
大
き
い

の
で
す
。
こ
れ
は
「
遠
慮
」

を
生
む
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

実
は
生
活
不
活
発
病
は
災

害
時
だ
け
で
な
く
、
平
常
時

に
も
よ
く
起
き
て
い
る
も
の

で
す
。
特
に
高
齢
者
に
起
こ

り
易
い
の
で
す
。

　

生
活
不
活
発
病
の
原
因
は
、

「
生
活
が
不
活
発
に
な
っ
た
こ

を
弱
ら
せ
た
の
で
す
。

　
「
生
活
不
活
発
病
は
防
ぐ
こ

と
（
予
防
）
も
、
起
こ
っ
て

き
た
の
を
よ
く
す
る
こ
と（
改

善
）
も
で
き
ま
す
。
そ
の
基

本
は
「
活
発
な
生
活
」
を
送

る
こ
と
で
す
。
こ
の
「
活
発

な
生
活
」
と
は
、特
別
の
「
筋

ト
レ
」
や
体
操
を
す
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
や

趣
味
や
地
域
活
動
な
ど
の「
す

る
こ
と
」
の
あ
る
、「
楽
し
い

充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と

で
自
然
に
生
活
が
活
発
に
な

り
、
手
足
を
動
か
し
頭
を
働

か
す
機
会
が
増
え
る
こ
と
」

が
予
防
・
改
善
の
基
本
で
す
。

こ
れ
は
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
老

人
ク
ラ
ブ
が
活
動
と
し
て

行
っ
て
こ
ら
れ
た
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
を
生
活
不
活
発
病
の

予
防
・
改
善
と
い
う
観
点
か

ら
も
う
一
度
整
理
し
て
、
震

災
後
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
た
だ
け
れ
ば
大
き
な
効
果

が
あ
が
る
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

災
害
時
の
こ
と
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
今
後
の
こ
と
も

考
え
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
れ
ば
、
生
活
不
活
発
病
の

予
防
・
改
善
の
た
め
に
老
人

ク
ラ
ブ
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
の
で
す
。

　

紙
幅
の
制
限
も
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
拙
著
（『「
動

か
な
い
」
と
人
は
病
む
―
生

活
不
活
発
病
と
は
何
か
―
講

談
社
現
代
新
書
』
災
害
時
・

平
常
時
と
も
に
具
体
例
を
挙

げ
て
述
べ
て
い
る
）
を
ご
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

災害時に「生活の不活発化」を生む原因とそれらの相互関係

することがない

人的環境
物的環境

動けない
動かない

［生活の不活発化］

遠 慮

［環境の悪化］

：マイナスの相互関係

平
常
時
に
も
起
き
て
い
た

「
楽
し
く
充
実
し
た
生
活
」

で
自
然
と
体
を
動
か
す

災
害
時
に
「
生
活
の
不
活
発
化
」
を
生
む

原
因
と
そ
れ
ら
の
相
互
関
係



【日を定めて行う交通安全運動】
　マナーアップ強化日　毎月１・15日
　高齢者交通安全の日　毎月１日
　自転車交通安全の日　毎月15日
　飲酒運転根絶の日　　５月22日
　飲酒運転根絶運動の日　毎月22日
　マイカー使用自粛の日　毎月５・15・25日
　交通事故死ゼロを目指す日
　　　　　　　　　　　４月10日・９月30日

【期間を定めて行う交通安全運動】
○春の交通安全県民総ぐるみ運動
　期間　４月６日から４月15日（10日間）
○夏の交通事故防止運動
　期間　７月21日から８月20日（30日間）
○自転車安全利用推進運動
　期間　９月１日から９月30日（１か月間）
○秋の交通安全県民総ぐるみ運動
　期間　９月21日から９月30日（10日間）
○夕暮れ時の交通事故防止運動
　期間　10月15日から11月30日（45日間）
○冬道の安全運転１・２・３運動
　期間　12月１日から３月31日（４か月間）
○年末年始の交通事故防止運動
　期間　12月15日から１月15日（１か月間）

マナーアップみやぎ運動で取り組んでいる下記の運動を推進し

みんなの力で交通事故のない安全・安心な宮城県をつくりましょう！

97号
発

行
／

財
団

法
人

宮
城

県
老

人
ク

ラ
ブ

連
合

会
　

〒
980-0011 仙

台
市

青
葉

区
上

杉
１

－
2－

3　
TE

L 022－
223－

1156  FA
X

 022－
223－

1161
MIYAGI県

老
連
だ
よ
り
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